
〔史
料
紹
介
〕

弘

前

市

成

田

裕

家

文
書

成
田
裕
家
文
書

(以
下

｢当
文
書
群
｣
と
す
る
｡
)
は
､
弘
前
市
山
道
町
で
歯
科

を
開
業
し
て
い
た
成
田
裕
氏
の
家
に
伝
来
し
た
総
点
数
七
十

一
点
か
ら
な
る
文
書
群

で
あ
り
､
現
在
､
そ
の
大
部
分
が
成
田
裕
氏
の
希
望
に
よ
り
､
弘
前
市
立
博
物
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
｡

成
田
家
は
天
和
二
年
の
親
類
書

(m
六

〇
)
及
び
文
政
四
年
の
由
緒
書
(
恥

六

七
)
に
よ
る
と
､
は
じ
め
紙
漉
沢

(現
中
津
軽
郡
相
馬
村
)
に
住
居
し
て
お
り
'
戦

国
末
期
に
は
河
辺
村

(現
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
)
に
住
居
し
て
い
た
｡
近
世
成
田
家

初
代
と
な
る
左
馬
之
助
が
､
津
軽
為
信
か
ら
慶
長
七
年
に

｢新
知
新
田
高
｣
三
十
石

を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
､
成
田
家
は
戦
国
時
代
以
来
の
在
地
の
土
豪
的
存
在

｢小
知

行
｣
と
し
て
近
世
弘
前
藩
の
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
｡

そ
し
て
､
左
馬
之
助
は
､
元
和
五
年
に
津
軽
氏
が
越
後

へ
の
転
封
を
命
じ
ら
れ
た

際
､
同
行
を
願
い
出
た
八
十
三
人
の

｢小
知
行
｣

で
あ
る

｢八
十
三
騎
｣
に
名
を
連

ね
て
お
り

(『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
2

二
六
五
頁
)､
転
封
が
撤
回
さ
れ
た
後
､

二
代
の
成
田
左
助
が
元
和
七
年
に
新
田
高
七
十
石
を
加
増
さ
れ
'
百
石
の
知
行
高
で

士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
た
｡

こ
の
よ
う
に
成
田
家
は
開
発
に
関
わ

っ
て
身
分
を
上
昇
さ
せ
て
い
き
､
幕
末
に
至

る
ま
で
知
行
高
百
石
を
代
々
与
え
ら
れ
､
藩
内
で
も
中
級
の
家
柄
と
し
て
御
手
廻

･

石

塚

雄

士

御
馬
廻
の
各
番
頭
等
の
役
職
を
勤
め
て
い
た
｡

当
文
書
群
は
桐
箱
に
厳
重
に
納
め
ら
れ
て
お
り
､
変
事
の
際
に
は
持
ち
出
す
よ
う

に
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
な
ど
､
代
々
重
要
な
も
の
と
し
て
伝
来
さ
れ
て
き
た
も
の
で
'

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日
に
青
森
県
環
境
生
活
部
文
化

･
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
県
史
宿

さ
ん
グ
ル
ー
プ

(現
文
化
観
光
部
文
化
振
興
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
)
近
世
部
会

が
調
査
を
実
施
し
､
目
録
作
成
及
び
写
真
撮
影
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

当
文
書
群
の
特
色
と
し
て
､
弘
前
藩
の
歴
代
藩
主
が
発
給
し
た
知
行
宛
行
状
が
原

本

･
控
と
も
に
全
て
残
存
し
て
お
り
､
各
時
代
の
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
系
統
的
に

と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点
が
あ
る
｡

本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
､
当
文
書
群
の
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
､
知
行
宛
行
状
類
､
知
行
帳
類
､
由
緒

･
親
類
書
の
三
種
類
に
大
別
し
､
そ
れ

ぞ
れ
注
目
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
｡
こ
の
ほ
か
本
稿
に
掲
載
し
な
か

っ
た
資
料
と
し
て
､
登
城
催
促
､
隠
居
願
､
各
種
の
手
控
等
が
あ
る
｡

ま
た
､
各
文
書
名
の
冒
頭
に
付
し
た
番
号
は
'
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
の
調
査
に

よ
り
作
成
し
た
目
録
に
係
る
資
料
番
号
で
あ
る
｡

な
お
､
翻
刻
に
つ
い
て
､
用
字
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
に
改
め
､
原
史
料
の
訂

正
部
分
に
つ
い
て
､
見
せ
消
し
が
あ
る
場
合
は
抹
消
部
分
の
左
側
に
記
号

｢〃
｣
を

28



付
し
､
右
側
に
訂
正
字
句
を
示
し
た
｡
抹
消
部
分
に
つ
い
て
は
､
字
数
が
判
明
す
る

場
合
■
■
』
で
示
し
た
｡

一

知
行
宛
行
状
類

後
の
知
行
宛
行
状
と
比
較
し
て
形
式
等
は
整

っ
て
お
ら
ず
､
印
章

･
花
押
共
に
見

受
け
ら
れ
な
い
が
､
慶
長
十
四
年
に
宛
行
わ
れ
た
石
高
と
ほ
ぼ
等
し
い
石
高
が
記
戟

さ
れ
て
い
る
｡

｢小
知
行
｣
で
あ

っ
た
河
辺
村
左
馬
助
が
慶
長
七
年
当
時
所
有
し
て
い
た
領
知
高

を
､
藩
主
が
認
め
た
書
付
と
考
え
ら
れ
る
｡

弘
前
藩
の
歴
代
藩
主
か
ら
成
田
家
が
受
領
し
た
知
行
宛
行
状
及
び
知
行
目
録
は
､

受
領
し
た
原
本
と
そ
の
控
の
全
て
が
残
存
し
て
い
る
｡

こ
こ
で
は
そ
の
原
本
に
つ
い

て
年
代
順
に
掲
載
し
た
ほ
か
､
知
行
宛
行
に
際
し
て
藩
に
献
上
し
た
礼
銀
の
請
取
状

も
掲
載
し
た
｡

な
お
､
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
は

『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
2
に
､
弘
前
藩
の

重
臣
で
あ

っ
た
杉
山
家
に
伝
来
し
た
､
四
代
藩
主
以
降
の
知
行
宛
行
状
類
が

一
括
し

て
所
収
さ
れ
て
い
る
｡
知
行
高
の
多
寡
に
よ
る
知
行
宛
行
状
の
形
態
等
の
差
異
に
つ

い
て
､
今
回
紹
介
す
る
成
田
家
の
知
行
宛
行
状
と
対
比
し
て
み
る
と
興
味
深
い
も
の

と
思
わ
れ
る
｡

四

津
軽
信
枚
黒
印
知
行
宛
行
状

切
紙

(;
jt=
)

｢

高
源
院
様御
黒
印

知
行
之
目
録

高
合
弐
拾
六
石
者
､
但
川
辺
村

二
有
､

右
令
扶
助
託
､
全
可
領
知
者
也
､

慶
長
十
四
年七

月
廿

一
日

(黒
印
)

川
辺
村
左
馬
之
助

｣

川
辺
村
ノ
左
馬
介

一

河
辺
村
左
馬
助
宛
知
行
宛
行
状

切
紙

(写
真
①
)

(.7J
.戟
,

｢

知
行

合

三

拾

石
､
但
屋
敷
共
､

慶

長
七
年
寅
八
月
十
四
日

河
辺
村
左
馬
之
助

｣

河
辺
村
左
馬
助

石
高
､
知
行
地
を
書
き
出
し
､
黒
印
が
据
え
ら
れ
て
お
り
､
成
田
家
に
与
え
ら
れ

た
知
行
宛
行
状
と
し
て
､
形
式
が
整

っ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
｢弘
前
藩
庁
日
記
｣
(国
日
記
)
延
宝
三
年
三
月
四
日
条

(『
青
森
県
史
』

資
料
編
近
世
2

二
七
二
頁
)
に
は
､
当
該
文
書
が
四
代
藩
主
津
軽
信
政
の
上
覧
に

供
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
､
延
宝
三
年
段
階
で
既
に
藩
と
し
て
貴
重
な
文
書

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡

現
在
津
軽
で
確
認
さ
れ
て
い
る
知
行
宛
行
状
の
中
で
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
｡



玉

津
軽
信
枚
黒
印
知
行
宛
行
状

竪
紙

(写
真
②
)

(包
紙
)

｢

高
源
院
様
御
代
御
印

成
田
左
助

知
行
之
目
録

資
料
に
は

｢信
牧
｣
と
あ
る
｡

こ
の
間
題
に

つ
い
て
は
長
谷
川
成

一
氏
の
論
考

(
｢信
枚
と
信
牧
-
そ
の
名
乗
に
つ
い
て
の
考
察
｣

弘
前
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
仙

一
四

『
津
軽
藩
初
期
文
字
集
成
』
所
収
)
が
あ
る
｡

川
辺
村
之
内

高
弐
拾
七
石
者

高
給
石
五
斗
三
升
八
合

高
五
拾
七
石
七
斗
弐
升

一
合
弐
勺

畠
高
四
石
七
斗
四
升

ハ

本
知
行
之
分

打
出
之
分

荒
地
分

荒
地
分

成
田
左
介

へ

高
合
百
石
者

右
令
扶
助
託
'
全
可
領
知
者
也
'

元
和
七
年三

月
二
日

信
牧

(黒
印
)

八

津
軽
信
吉
黒
印
知
行
宛
行
状

竪
紙

知
行
之
目
録

一
㌧
川
辺
村
之
内

高
合
百
石
者

右
令
扶
助
託
'
全
可
領
知
者
也
'

寛
永
十

一
年

正
月
十

一
日

信
吉

(黒
印
)

成
田
左
介

へ

30

成
田
左
介
に
'
以
前
か
ら
の
知
行
地
で
あ
る
川
辺
村

(現
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
)

の
中
で

｢本
知
行
之
分
｣
二
十
七
石
に
､
新
田
開
発
の
成
果
で
あ
る

｢打
出
分
｣
十

石
余
と
'
今
後
開
発
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
あ
る

｢荒
地
分
｣
六
十
二
石
余
の
計
七
十

二
石
余
を
加
増
し
て
百
石
を
宛
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
｡

本
資
料
は
'
新
た
に
開
発
が
成
就
し
た
場
合
に
そ
の

一
部
を
開
発
者
の
知
行
と
し

て
認
定
す
る
ほ
か
'
開
発
予
定
の
土
地
を
あ
ら
か
じ
め
知
行
地
と
し
て
給
与
す
る
と

い
う
弘
前
藩
の
初
期
の
開
発
政
策
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
｡

な
お
､
弘
前
藩
二
代
藩
主
の
名
乗
と
し
て

｢信
枚
｣
と

｢信
牧
｣
が
あ
る
が
'
本

一

一

津
軽
信
政
黒
印
知
行
宛
行
状

竪
紙

(包
紙
表
)

｢

妙
心
院
様
御
代
御
印

成
田
左
助

〈刊
が

弐
壬

辰
年
八
月
二
日
,
右
御
印
ノ
写
指
上
ケ
申
所

二
御
帰
し
被
遊
候
,

御
本
紙

ハ
則
御
帰
申
候
'

知
行
之
目
録

二

川
辺
村
之
内

一
㌧
藤
崎
村
之
内

高
合
百
石

右
令
扶
助
託
'
全
可
領
知
者
也
'

寛
文
元
年
十

一
月
十
日

信
政

(黒
印
)



一
四

津
軽
信
政
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(包
祇
)

I
高
百
石

右
令
扶
助
之
託
､
全
可
領
知
者
也
､

貞
享
四
正
月
十
九
日

(黒
印
)

成
田
左
助
と
の
へ

成
田
左
助
と
の
へ

｣

於
領
分
津
軽
郡
内

高
百
石
川
柳
有
事
､
右
令
扶
助
立
話
､
全
可
領
知
者
也
､

正
徳
二

八
月
六
日

(黒
印
)

成
田
佐
次
兵
衛
と
の
へ

成
田
左
助
と
の
へ

四
代
藩
主
信
政
は
襲
封
間
も
な
い
寛
文
元
年
と
貞
享
四
年
の
二
度
に
わ
た
り
知
行

宛
行
状
を
発
給
し
て
い
る
｡
本
資
料
は
貞
享
の
統

一
検
地
の
成
果
を
受
け
て
発
給
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
､
貞
享
検
地
が
弘
前
藩
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持

っ
た
事
業
で

あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
貞
享
二
年
三
月
に
地
方
知
行
の
蔵
人
が
宣
言
さ
れ
､
藩
士
に
は
知
行
高
の

六

〇
%
の
割
合
で
蔵
米
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

(『青
森
県
史
』
資
料
編
近

世

2

二
六

一
頁
)
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ま
で
の
知
行
宛
行
状
に
あ
っ
た
知
行
地
の
村

名
は
消
え
､
石
高
の
み
の
記
載
と
な

っ
て
い
る
｡

別
紙
目
録
の
と
お
り
高
百
石
を
宛
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
｡

こ
れ
に
対
応
す
る
同
日
付
け
の
知
行
目
録

(zd
l
六
)
も
残
存
し
て
お
り
､
和
泉

村

(現
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
)
･
川
辺
村

(現
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
)
･
藤
崎
村

(現

南
津
軽
郡
藤
崎
町
)
の
三
ケ
村
に
知
行
地
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
直
後
に
知
行
水
帳
が
発
給
さ
れ
､
知
行
取
層
の
藩
士

へ
の
俸
禄
支
給
が
､
蔵

米
支
給
か
ら
地
方
知
行
と
な

っ
た
こ
と
が

｢津
軽
編
覧
日
記
｣
等
に
見
え
て
い
る
｡

実
際
に
地
方
知
行
が
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
､
こ
の
よ
う
な
藩
の
方
針

転
換
に
よ
っ
て
'
知
行
地
の
目
録
が
別
紙
と
し
て
添
付
さ
れ
る
形
式
と
な

っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
｡

3 1

一
七

津
軽
信
寿
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(包
紙
)

I
陸
奥
国

成
田
左
次
兵
衛
と
の
へ
｣

二
八

松
浦
甚
左
衛
門

･
唐
牛
甚
右
衛
門
連
署
知
行
目
緑

継
紙

(包
紙
)

｢

知
行
目
録

目
録

陸
奥
国

津
軽
郡
之
内
三
ケ
村

一
､
和
泉
村
之
内

一
､
川
辺
村
之
内



一
､
藤
崎
村
之
内

高
合
百
石

右
今
度
以
此
趣
被
成
下
知
行
御
黒
印
託
､
此
儀
両
人
可
動
仕
旨
所
被
仰
出
也
､
仇
逮

一
九

蒔
苗
市
兵
衛

･
唐
牛
平
次
連
署
知
行
目
録

維
紙

lt7
3..-I
)

｢

知
行
目
録

(貼
紙
)

｢
成

田
弥
右
衛
門
｣

｣

成
田
佐
次
兵
衛
殿

正
徳
二
年
八
月
六
日

達
如
件
､

松
浦
甚
左
衛
門

良
知

(花
押
)

唐
牛
甚
右
衛
門

喜
治

(花
押
)

二

〇

津
軽
信
書
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(包
統
)

ー

成
田
弥
右
衛
門
と
の

へ
｣

目
録

陸
奥
国

津
軽
郡
之
内
三
ケ
村

二

川
辺
村
之
内

一
､
藤
崎
村
之
内

二

和
泉
村
之
内

高
合
百
石

右
今
度
以
此
趣
被
成
下
知
行
御
黒
印
託
､

述
達
如
件
､元

文
元
年
十

一
月
十
九
日

陸
奥
国

於
領
分
津
軽
郡
内

高
百
石
矧
鮒
有
事
､
右
但
先
判
之
旨
依
承
祖
令
扶
助
之
託
､
全
可
領
知
者
也
､

元
文
元

十

一
月
十
九
日

(黒
印
)

成
田
弥
右
衛
門
と
の

へ

(同
封
)

｢
元

文
二
丁
巳
九
月
廿
八
日
'
知
行
目
録
頭
被
下
仕
候
､
拙
者
儀
病
気
故

藤
田
八
太
夫
名
代

二
候
也
､

｣

此
儀
両
人
可
致
勤
仕
旨
所
被
仰
出
也
､
仇

蒔
苗
市
兵
衛
清
永

(花
押
)

唐
牛
平
次親
由

(花
押
)
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成
田
弥
右
衛
門
殿

二
五

津
軽
信
寧
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(包
紙
)

1
高
百
石

右
如
前
賓
令
扶
助
之
託
､
全
可
領
知
者
也
'

宝
暦
六

閏
十

一
月
十
二
日

(黒
印
)

成
田
左
次
兵
衛
と
の

へ
｣

成
田
左
次
兵
衛
と
の

へ



栄

{カ
)

知
行
水
帳

参

冊
､
右
者
御
用
二
付
御
上
納
被
成
請
取
候
如
件
､

外
二
番
替
目
録
壱
通
'

安
永
三
年
甲
午
年
八
月
拾
八
日

湯
元
弥
五
右
衛
門

(黒
印
)

成
田
左
次
兵
衛
殿

｣

知
行
宛
行
状
か
ら
知
行
目
録
に
関
す
る
文
言
が
消
え
て
お
り
'
日
録
も
添
付
さ
れ

て
い
な
い
O

こ
の
時
期
乳
井
貫
に
よ
る
宝
暦
改
革
が
進
行
し
て
お
り
'
地
方
知
行
か
ら
再
び
蔵

米
支
給

へ
の
転
換
が
図
ら
れ
､
さ
ら
に

｢標
符
｣
に
よ
る
支
給

へ
と
転
換
し
た
こ
と

に
よ
り
知
行
宛
行
状
の
形
式
も
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
､
翌
宝
暦
七
年
に
は
地
方
知
行
に
転
じ
､
安
永
三
年
に
は
再
び
知
行
蔵
人
と

な
る
な
ど
'
方
針
の
転
換
が
度
々
行
わ
れ
て
い
る
O
そ
れ
を
示
す
資
料
と
し
て
､
こ

の
資
料
に
は
安
永
三
年
八
月
十
八
日
付
の
'
成
田
左
次
兵
衛
が
知
行
水
帳
三
冊
を
藩

に
上
納
し
た
際
の
受
取
証
が
同
封
さ
れ
て
い
る
O

二
三
津
軽
寧
親
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(写
真
③
)

(包
tE
)

｢

成
田
左
助
と
の
へ

｣

高
百
石

右
扶
助
之
託
､
先
代
雑
有
賜
印
之
意
不
及
其
事
､
則
以
予
印
総
之
如
旧
知
全
可
領
知

者
也
､

寛
政
六

閏
十

一
月
朔
日

(黒
印
)

成
田
左
助
と
の
へ

九
代
藩
主
寧
親
が
成
田
左
助
に
知
行
高
百
石
を
宛
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
｡

こ
の
前
年
､
寛
政
五
年
か
ら
藩
士
土
着
政
策
が
断
行
さ
れ
て
お
り
､
藩
士
土
着
の

徹
底

へ
の
藩
の
意
思
を
示
し
'
藩
士
に
対
し
て
土
着
を
推
進
す
る
た
め
の
動
機
付
け

を
行
う
意
図
を
も
っ
て
､
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
へ
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
､
｢先
代
錐
有
賜
印
之
意
不
及
其
事
､
則
以
予
印

総
之
如
旧
知
全
可
領
知
者
也
､｣
と
い
う
文
言
が
あ
り
､
｢先
代
｣
す
な
わ
ち
八
代
藩

主
信
明
が

｢賜
印
之
意
｣
を
持
ち
な
が
ら
も
知
行
宛
行
状
を
発
給
す
る
こ
と
な
く
死

去
し
た
こ
と
､
そ
の
遺
志
を
継
い
で
寧
親
が
知
行
宛
行
状
を
発
給
し
､
旧
知
を
安
堵

し
た
こ
と
が
と
く
に
記
さ
れ
て
い
る
O

こ
の
よ
う
な
文
言
が
付
さ
れ
た
背
景
に
は
､
知
行
宛
行
の
発
給
と
い
う
藩
主
と
藩

士
と
の
主
従
関
係
の
確
認
行
為
を
行
お
う
と
い
う
意
思
を
'
藩
主
が
持
ち
続
け
て
い

た
こ
と
を
明
示
し
､
天
明
大
飢
鰭
や
寛
政
改
革
の
実
施
等
に
よ
る
藩
政
の
混
乱
の
中

で
､
藩
主
が
両
者
の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
こ
と
を
藩
士
に
知
ら
し
め

る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

そ
し
て
､
分
家
で
あ
る
黒
石
津
軽
家
か
ら
信
明
の
後
継
者
と
な

っ
た
寧
親
が
､
先

代
信
明
の
遺
志
を
継
ぎ
､
先
代
に
代
わ
っ
て
藩
士
の
知
行
を
安
堵
す
る
こ
と
に
よ
り
'

自
ら
の
正
統
性
を
主
張
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

加
え
て
'
藩
士
土
着
と
い
う
'
地
方
知
行

へ
の
政
策
転
換
が
行
わ
れ
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
､
当
資
料
に
は
知
行
地
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
'
蔵
米
支
給
が
実
施
さ

れ
て
い
た
時
期
に
準
じ
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
も
､
蔵
米
支
給
で
あ
っ
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た
信
明
時
代
に
発
給
さ
れ
る
べ
き
知
行
宛
行
状
を
､
寧
親
が
信
明
に
代
わ

っ
て
発
給

し
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
0

二
九

津
軽
信
順
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(rTJ
爪
)

｢

高
百
石

右
如
前
賓
令
扶
助
之
託
､
全
可
領
知
者
也
､

文
政
八

十

一
月
朔
日

(黒
印
)

成
田
岩
蔵
と
の

へ

｣

成
田
岩
蔵
と
の

へ

二
七

津
軽
順
徳
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(包
紙
)

｢

高
百
石

右
如
前
賓
令
扶
助
之
託
､
全
可
領
知
者
也
､

天
保
十

一

三
月
七
日

(黒
印
)

成
田
岩
蔵
と
の

へ

｣

成
田
岩
蔵
と
の
へ

二
六

津
軽
承
昭
黒
印
知
行
宛
行
状

折
紙

(包
祇
)

｢

成
田
弥
門
と
の

へ

｣

高
百
石

右
如
前
賓
令
扶
助
之
託
'
全
可
領
知
者
也
､

安
政
六

十

一
月
六
日

(黒
印
)

成
田
弥
門
と
の

へ

九

乾
四
郎
兵
衛

･
服
部
長
門
守
連
印
礼
銀
請
取
状

切
紙

(写
真
④
)

(包
紙
)

｢

桂
光
院
様御
黒
印

請
取
申
銀
子
之
事

合
壱
貫
目
者

次
銀
也
､

右
者
高
百
石
知
行
之
御
礼
銀
也
､
巳
上
'

寛
永
九
年八

月
十
九
日

成
田
左
助

｣

乾
四
郎
兵
衛
尉

(黒
印
)
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服
部
長
門
守

(黒
印
)

成
田
左
介
と
の

へ

i.み
ぎ
ん

成
田
左
介
が
高
百
石
知
行
の
礼
銀
と
し
て
､
次
銀

(次
銀
と
は
､
弘
前
藩
の
領
国

貨
幣
｡
詳
し
く
は
長
谷
川
成

一
著

『
弘
前
藩
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
四
年

五
二

頁
参
照
)

7
貫
目
を
献
上
し
た
際
の
家
老
二
名
の
連
印
に
よ
る
請
取
状
で
あ
る
｡
本

資
料
の
包
紙
と
内
容
は

一
致
し
な
い
が
､
こ
れ
は
後
年
の
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
｡
本
稿
に
は
現
在
の
資
料
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
示
し
た
｡

知
行
宛
行

･
加
増
の
際
に
礼
銀
を
献
上
す
る
と
い
う
例
は
､
慶
長
期
の
出
羽
国
山



形
最
上
領
に
見
ら
れ

(『
本
荘
市
史
』
通
史
編

Ⅰ

五
八
三
頁
)
､
弘
前
藩
に
お
い
て

も
､
同
様
の
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
｡

本
資
料
は
､
成
田
左
介
が
元
和
七
年
に
七
十
石
加
増
さ
れ
た
事
に
対
す
る
礼
銀
献

上
と
考
え
ら
れ
る
が
､
元
和
七
年
か
ら
本
資
料
が
作
成
さ
れ
た
寛
永
九
年
ま
で
は
十

一
年
と
い
う
年
数
が
経
過
し
て
い
る
｡

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
近
世
前
期
の
弘
前
藩
の

開
発
政
策
を
考
え
る
と
､
加
増
分
に
含
ま
れ
て
い
た

｢荒
地
分
｣
に
係
る
成
田
家
の

新
田
開
発
が
こ
の
時
期
に
至

っ
て
概
ね
成
就
し
､
ま
た
､
鍬
下
年
季
の
期
間
も
満
了

し
た
こ
と
で
､
寛
永
九
年
に
名
実
と
も
に
高
百
石
の
知
行
が
藩
庁
に
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
､
礼
銀
献
上
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
｡

こ
の
よ
う
な
弘
前
藩
に
お
け
る
､
知
行
に
係
る
礼
銀
献
上
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で

行
わ
れ
て
い
た
か
に

つ
い
て
は
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
｡

二

知
行
帳
類

知
行
帳
類
と
し
て
は
､
明
暦
三
年
の
知
行
帳
と
天
明
四
年
の
収
納
米
取
箇
帳

(た

だ
し
内
容
は
寛
政
期
の
も
の
)
が
残
存
し
て
お
り
､
こ
こ
で
は
そ
の
二
点
に
つ
い
て

掲
載
し
た
｡

二

二

明
暦
三
年
惣
御
検
地
之
表
知
行
帳

(表
紙
)

｢
明

暦
三
年

惣
御
検
地
之
表
知
行
帳

成
田
左
助
｣

一
､
高
七
石
六
斗
五
升
三
合
弐
勺

や
し
き

四
斗
八
升
五
合
壱
勺

大
豆

六
斗
壱
升
六
合

1
､
弐
石
壱
斗
弐
升
五
合
弐
勺

や
し
き

三
斗
四
升
六
合
八
勺

大
豆

七
斗
八
升
八
合

粟

四
斗
弐
升

麦

四
斗
弐
升

一
､
や
し
き

壱
斗
三
升
八
合
八
勺

一
､
高
四
拾
五
石
六
合
四
勺

や
し
き

九
斗
七
升
壱
合

大
豆

三
石
壱
斗
五
升
七
合

粟

六
斗
七
升
弐
合

麦

六
斗

油

壱
斗
七
升
六
合

麻

壱
貫
弐
百
八
拾
目

一
､
高
拾
弐
石
四
斗
弐
升
四
合
弐
勺

大
豆

弐
斗
九
升
六
合

一
､
高
弐
石
九
斗

一
升
弐
合
四
勺

百
位川
辺
村
弥
右
衛
門同同

百
位同
村
久
兵
衛

右
同同同同

百
性川
辺
村
久
右
衛
門

同
村

二
有
､
手
作同
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右
同 同 同同同

川
辺
村

二
有

作
人
三
右
衛
門同

同
村

二
有
､
作
人

小
右
衛
門



一
､
高
五
石
三
斗
三
升

大
豆

弐
斗
三
升
六
合

粟

四
斗
四
升
八
合

一
､
高
弐
石
壱
斗

一
升
八
合
八
勺

1
､
や
し
き
畠

壱
斗
弐
合

高
合
九
拾
七
石
七
斗

同
村

二
有
､
作
人

平
助

右
同同

川
辺
村

二
有

作
人
彦
蔵

同
村

二
有
､
作
人

中
右
衛
門

明
暦
三
年
に
実
施
さ
れ
た
領
内
検
地
の
際
の
成
田
左
助
の
知
行
帳
で
あ
る
｡

成
田
左
助
は
川
辺
村
内
に
､
百
姓
分
と
し
て
二
十
二
石
九
斗
九
升
三
合

一
勺
､
辛

作
分
と
し
て
五
十
石
五
斗
八
升
二
合
四
勺
及
び
麻

一
貫
二
百
八
十
日
､
作
人
分
と
し

て
二
十
三
石
七
斗
七
升
七
合
四
勺
､
計
九
十
七
石
七
斗
を
知
行
し
て
い
た
｡

元
和
七
年
に
加
増
さ
れ
た
六
十
二
石
余
の

｢荒
地
分
｣
の
大
部
分
が
'
明
暦
三
年

ま
で
の
三
十
六
年
間
で
耕
地
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

ま
た
､
小
作
地
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
人
分
と
､
本
人
家
族
が
耕
作
し
て
い

る
手
作
分
の
石
高
の
合
計
は
､
総
知
行
高
の
約
七
六
%
を
占
め
､
在
地
の
開
発
領
主

で
あ

っ
た

｢小
知
行
｣
に
よ
る
新
田
開
発
の
成
果
と
､
実
際
の
知
行
形
態
が
う
か
が

え
る
資
料
で
あ
る
｡

津
軽
領
の
明
暦
検
地
は
黒
石
津
軽
家
の
分
知
に
伴
い
､
黒
石
領
と
予
定
さ
れ
た
地

域
に
限
定
し
て
実
施
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
､
成
田
家
の
知
行
地
で
あ

っ
た
川
辺

村
は
黒
石
領
に
予
定
さ
れ
た
地
域
で
は
な
い
｡
し
か
し
､
本
資
料
の
表
紙
に
は

｢惣

御
検
地
之
表
｣
と
あ
り
､
同
様
の
表
題
を
持

つ
資
料
は
当
文
書
群
以
外
に
も
数
点
残

存
し
て
い
る
｡
(弘
前
市
立
博
物
館
蔵
川
村
家
文
書
)

貞
享
の
統

一
検
地
以
前
の
津
軽
領
に
お
け
る
検
地
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
､
依

然
不
明
な
点
が
多
い
が
､
｢弘
前
藩
庁
日
記

(国
日
記
)
｣
寛
文
四
年
四
月
十
三
日
条

に

｢
1
､
此
前
十
郎
左
衛
門
様
江
御
知
行
被
進
侯
刻
'
御
老
中
様

へ
被
懸
御
目
候
御

高
之
内

一
通
認
可
有
之
候
､
其
高

ハ
拾
三
万
石
余
歌
と
覚
候
事
t
L
と
あ
り
､
同
日

条
に

｢
一
､
新
御
検
地
之
御
帳
面
之
目
録
､

一
通
念
を
入
認
可
有
事
'
｣
と
あ
る
こ

と
か
ら
､
黒
石
分
知
の
際
､
藩
庁
が
津
軽
領
の
領
知
高
を
十
三
万
石
と
把
握
し
た
こ

と
と
'
少
な
く
と
も
寛
文
四
年
に
至
る
ま
で
､
津
軽
領
に
お
い
て
二
度
以
上
の
検
也

が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

ま
た
､
｢津
軽
編
覧
日
記
｣
明
暦
二
年
条
に

｢
一
㌧
今
年
御
郡
中
惣
御
検
地
､

一

説
翌
三
年
共
有
､
｣

明
暦
三
年
条
に

｢
一
､
今
年
御
検
地
之
表
水
帳
御
家
中
江
被
下

之
､
｣
と
あ
り
､
明
暦
二
年
に
領
内
の
総
検
地
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
､
明
暦
三
年
に

そ
の
検
地
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

｢水
帳
｣
が
家
中
に
下
付
さ
れ
た
こ
と
が
見
え

て
お
り
'
津
軽
領
全
体
に
つ
い
て
､
こ
の
時
期
何
ら
か
の
形
で
検
地
が
実
施
さ
れ
た

と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
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三
三

知
行
田
畑
御
収
納
米
取
箇
帳

(表紙)
｢
天
明
四
甲
辰

年

知
行
田
畑
御
収

納
米
取
箇
帳

二
月

寅
年
田
畑
諸
調
表

二

田
高
三
拾
四
石
九
斗
三
升
五
合

二

畑
高
八
石
壱
斗
三
升
八
合

成
田
庄
蔵

｣

藤
兵
衛

同
人



7
､
田
高
弐
拾
五
石
六
斗
三
升
三
合

1
㌧
畑
高
三
石
七
斗
五
升
八
合

】
､
畑
高
壱
石
七
升
三
合

1
､
田
高
四
石
七
斗
弐
升
四
合

一
､
畑
高
壱
斗
六
升
七
合

一
､
畑
高
壱
斗
四
升
四
合

一
､
畑
高
四
斗
八
升
四
合

一
､
田
高
九
石
六
斗
壱
升
壱
合

一
､
田
高
拾
壱
石
壱
斗
九
升
八
合

一
､

田
高
壱
斗
壱
升
五
合

田
高
合
八
拾
六
石
弐
斗
壱
升
六
合

畑
高
合
拾
三
石
七
斗
六
升
四
合

弐

口
〆
九
拾
九
石
九
斗
八
升

田
に
六
九
三

畑
に
五
六

藤 甚 権 万 佐 与 佐 弥 同 三
崎 四 三 十 藤 四 五 七 人 右
村 郎 郎 郎 四 郎 兵 郎 衛
分 郎 衛 門

分
米
弐
斗
三
升
四
合

同一
､

中
田
壱

反
六

畝
六

歩

分
米
壱
石
七
斗
八
升
弐
合

反
別
合
壱
反
八
畝
歩

分
米
弐
石
壱
升
六
合

成
米
壱
石
弐
斗
九
合
六
勺

小
役
米
八
升
三
合
九
勺

米
合
壱
石

弐斗
九
升
三

合

五勺

(俵
)
表

〆
参

俵
九升
三
合

五

勺

高
懸
銀
壱
匁
四
分
壱
厘

右
者
藤
兵
衛
抱
之
内
佐
左
衛
門
持
分
抱
内
分
江
相
渡
､

寛
政
元
己
酉
年
六
月

寛
政
六
年
寅
年
九
月
廿
日
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藤
兵
衛
抱

佐
右
衛
門

一
､
田
高
三
拾
石
三
斗
五
升
八
合

成
米
拾
八
石
弐
斗
壱
升
四
合
八
勺

小
役
米
九
斗
八
升
九
合
七
勺

lG
,.iJJ

｢米
格
一
､

上
田
壱

畝
弐
拾
四
歩

一
､
畑
高
壱
石
五
斗
三
升
壱
合

成
米
七
斗
六
升
五
合
五
勺

小
役
米
四
升
弐
合
九
勺

米
合
弐
捨
石
壱
升
弐
合
九
勺

表

〆
五
拾
表
壱
升
弐
合
九
勺

高
懸
銀
弐
拾
弐
匁
三
分
弐
厘

田
高六

反
七
畝
拾
参
歩

分
米
七
石
四
斗
八
升

小
役
米

成
米
四
石
八
斗
八
升

弐

斗

壱
升
弐
勺

佐
左
衛
門



高
懸
銀
五
匁
四
分
四
厘

田

高五
反
五
畝
五
歩

分
米
六
石
五
升
七
合

成
米
三
石
六
斗
五
升
四
合
弐
勺

小
役
米
弐
斗
五
升
三
合
六
勺

高
懸
銀
四
匁
弐
分
七
厘

寛
政
四
壬
子
年
二
月
相
認

八
郎
兵
衛

高
懸
銀
弐
匁
五
分
八
厘

弥
七
郎
抱

同
人

藤
兵
衛
抱

与
三
郎

一
､
田
高
四
石
五
斗
七
升
七
合

成
米
弐
石
七
斗
四
升
六
合
弐
勺

小
役
米
壱
斗
四
升
九
合
弐
勺

米
合
弐
石
八
斗
九
升
五
合
四
勺

表

〆
七
表
九
升
五
合
四
勺

高
懸
銀
三
匁
弐
分

(i
,S
J

~

一
㌧
畑
高
三
石
六
斗
八
升
三
合

成
米
壱
石
八
斗
四
升
五
勺

小
役
米

一
斗
三
合
壱
勺

米
合
壱
石
九
斗
四
升
三
合
六
勺

表

〆
四
表
三
斗
四
升
三
合
六
勺

藤
兵
衛
抱

二

畑
高
壱
石
七
斗
三
合

成
米
五
斗
三
升
六
合
五
勺

小
役
米
三
升

米
合
五
斗
六
升
六
合
五
勺

表
〆
壱
表
壱
斗
六
升
六
合
五
勺

高
懸
銀
七
匁
五
厘

十

一
月
十
日
､
森
新
蔵

へ
相
渡
ス
､

藤
崎弥
五
郎
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藤
兵
衛
抱

与
四
郎
抱

､
畑
高
三
石
七
斗
六
升
壱
合

成
米
壱
石
八
斗
八
升
五
勺

小
役
米
壱
斗
五
合
三
勺

米
合
壱
石
九
斗
八
升
五
合
八
勺

表
〆
四
表
三
斗
八
升
五
合
八
勺

高
懸
銀
弐
匁
六
分
三
厘

同
人



一
､
畑
高
壱
斗
六
升
七
合

成
米
八
升
三
合
五
勺

小
役
米
四
合
七
勺

米
合
八
升
八
合
弐
勺

表
〆
四
表
三
斗
八
升
五
合
八
勺

高
懸
銀
壱
分
弐
厘

高
懸
銀
五
匁
四
厘

同
人

藤
兵
衛
抱

三
太
郎
抱

太
郎
兵
衛

一
､
田
高
壱
斗
壱
升
五
合

成
米
六
升
九
合

小
役
米
三
合
七
勺

米
合
七
升
弐
合
七
勺

高
懸
銀
八
厘

藤
崎
村
領
分

二

畑
高
弐
石
弐
斗
六
升
六
合

成
米
壱
石
壱
斗
三
升
三
合

小
役
米
六
升
三
合
四
勺

米
合
壱
石
壱
斗
九
升
六
合
四
勺

表
〆
弐
表
三
斗
九
升
六
合
四
勺

高
懸
銀
壱
匁
五
分
九
厘

藤
崎嘉
兵
衛

三
右
衛
門

三
右
衛
門
抱

一
'
田
高
七
石
壱
斗
九
升
六
合

成
米
四
石
三
斗
壱
升
七
合
六
勺

小
役
米
弐
斗
三
升
四
合
六
勺

米
合
四
石
五
斗
五
升
弐
合
弐
勺

表
〆
拾
壱
表
壱
斗
五
升
弐
合
弐
勺

一
､
田
高
拾
八
石
四
斗
三
升
七
合

成
米
拾
壱
石
六
升
弐
合
弐
勺

小
役
米
六
斗
壱
合
壱
勺

米
合
四
石
五
斗
五
升
弐
合
弐
勺

一
､
畑
高
四
石
七
升
壱
合

成
米
弐
石
三
升
五
合
五
勺

小
役
米
壱
斗
壱
升
四
合

米
合
拾
三
石
八
斗
壱
升
弐
合
八
勺

表

〆
三
拾
四
表
弐
斗
壱
升
弐
合
八
勺

高
懸
銀
五
匁
四
厘



同
人

七
之
丞

い
つ
ミ
村権
三
郎
抱

小
役
米
壱
升
三
合
六
勺

米
合
弐
斗
五
升
五
合
六
勺

高
懸
銀
三
分
四
厘

久
十
郎
抱

佐
五
兵
衛
抱

万
十
抱

一
､
田
高
九
石
六
斗
壱
升
壱
合

成
米
五
石
七
斗
六
升
六
合
六
勺

小
役
米
三
斗
壱
升
三
合
三
勺

米
合
六
石
七
升
九
合
九
勺

表
〆
拾
五
表
七
升
九
合
九
勺

高
懸
銀
六
匁
七
分
三
厘

寛
政
四
子
年
二
月
八
日
川
辺
村
七
之
丞
江
同
村
三
太
夫
相
渡
､

藤
越
村
久
右
衛
門

佐
藤
四
郎

一
､
畑
高
壱
斗
四
升
四
合

成
米
七
升
弐
合

小
役
米
四
合

米
合
七
升
六
合

高
懸
銀
壱
分

庄
九
郎
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一
､
畑
高
三
斗
四
升
八
合

成
米
壱
斗
七
升
四
合

小
役
米
九
合
七
勺

米
合
壱
斗
八
升
三
合
七
勺

高
懸
銀
弐
分
四
厘

前
田
屋
敷
村大
蔵
院

二

田
高
四
石
七
斗
弐
升
四
合

成
米
弐
石
八
斗
三
升
四
合
四
勺

小
役
米
壱
斗
五
升
四
合

米
合
弐
石
九
斗
八
升
八
合
四
勺

表
〆
七
表
壱
斗
八
升
八
合
四
勺

高
懸
銀
三
匁
三
分
壱
厘

甚
九
部

一
､
畑
高
四
斗
八
升
四
合

成
米
弐
斗
四
升
弐
合

二

田
高
拾
壱
石
壱
斗
九
升
八
合

い
つ
ミ
村甚
五
郎
抱



成
米
六
石
七
斗
壱
升
八
合
八
勺

小
役
米
三
斗
六
升
五
合
壱
勺

米
合
七
石
八
升
三
合
九
勺

表
〆
拾
七
表
弐
斗
八
升
三
合
九
勺

高
懸
銀
七
匁
八
分
四
厘

右
之
寄

藤
崎
村
領
残
石
入
テ

一
､

田

高

八

拾

六

石
弐
斗
壱
升
六
合

成
米
五
拾
壱
石
七
斗
弐
升
九
合
六
勺

小
役
米
弐
石
八
斗
壱
升
六
勺

一
､
畑
高
拾
三
石
七
斗
六
升
五
合

成
米
六
石
八
斗
八
升
弐
合
五
勺

小
役
米
三
斗
八
升
五
合
四
勺

米
合
六
拾
壱
石
八
斗
八
合
壱
勺

表

〆
百
五
拾
四
表
弐
斗
八
合
壱
勺

高
懸
銀
六
拾
九
匁
九
分
九
厘

三
匁
四
分
弐
厘

弐
匁
壱
分

三
分
弐
厘

弐
分
九
厘

但
藤
兵
衛
抱
江
代
地
成
候
､

〆
四

拾

匁

壱

厘

一
､
銭
三
拾
匁

弐
拾
弐
匁
六
分
五
厘

七
匁
三
分
五
厘

〆
三
拾
匁

弥
五
郎

大
分
蔵

藤
越
村
久
右
衛
門

三
右
衛
門

三
右
衛
門
抱

三
右
衛
門

藤
崎

村嘉
兵
衛

表
題
に
は
天
明
四
年
と
あ
る
が
､
内
題
に
は

｢寅
年
田
畑
諸
調
表
｣
と
あ
る
｡

天
明
四
年
以
降

の
直
近
の
寅
年
は
寛
政
六
年
で
あ
り
､
内
容
も
寛
政
四
年
か
ら
六

年
の
状
況
を
記
す
こ
と
か
ら
'
表
題
と
は
異
な
り
､
寛
政
改
革
に
よ
り
藩
士
土
着
政

策
が
実
行
に
移
さ
れ
た
時
期
の
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
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三

由
緒

･
親
類
書

中
間
銭

一
､
銭
四
拾
匁

内

弐
拾
九
匁
六
分
三
厘

四
匁
弐
分
五
厘

藤
兵
衛
抱

佐
右
衛
門

与
三
郎

当
文
書
群
に
は
親
類
書
十
冊
と
由
緒
書
二
冊
が
残
存
し
て
い
る
｡

親
類
書

･
由
緒
書
共
に
形
式

の
変
化
等
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
､
本
稿
で
は
､

親
類
書
に

つ
い
て
は
最
も
早
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
天
和
二
年
の
も
の
､
由
緒
書
に

つ
い
て
は
､
残
存
し
て
い
る
二
点
の
記
載
内
容
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
政

四
年
の
も
の
を
選
択
し
て
掲
載
し
た
｡



六
〇

天
和
二
王
成
年
親
類
書

ハ衷
紙
)

｢
天

和
二
壬
成
年

親
類
書

1
､
祖
母

祖
母
寛
永
三
年
十

一
月
十
八
日
病

死
仕
侯
'

成
田
左
衛
門
五
郎
娘

一
､
父

桂
光
院
様
御
代
正
保
元
年
七
月
廿
二
日

成
田
左
助

親
類
書

父
方

■
∵
∵
)

成
田
左
助

成
田
左
助
｣

二･∵
I

大

道

(
マ
マ
)

御
手
廻

御
手
廻

服
部
勘
助
養
子

二
被
仰
付
'

一
､
曽
祖
父

瑞
祥
院
様
御
代
慶

長

七

年

八

月

十
四
日
御
知
行
新
知
新
田
高

三
拾
石
被
下
置
､
御
奉
公
之
品
不

伝
承
侯
､
寛
永
拾
三
年
三
月
廿

日
病
死
仕
候
､

一
､
曽
祖
母

曽
祖
母
慶
安
二
年
十

一
月
廿
七

日
病
死
仕
候
､

一
､
祖
父

高
源
院
様
御
代
家
督
無
相
違
被
仰
付
候
､

御
奉
公
之
品
不
伝
承
候
､
元
和
七

年
三
月
二
日
二
御
加
増
新
田
高

七
捨
石
被
下
置
都
合
高
百
石
二
被

成
下
八
拾
三
騎
之
内

二
而
相
勤
候
､

正
保
元
年
三
月
廿
五
日
二
病
死
仕
候
､

大
道
寺
隼
人
組

六

年
四
拾
八

成

田

左
助

成
田
左
馬
之
助

成
田
仁
助
娘

後

二
左
衛
門
次
郎
卜
云
'

成
田
左
助

家
督
無
相
違
被
仰
付
八
拾
三
騎
之

内

二
而
御
奉
公
仕
候
'
寛
文
五
年
十
二
月

隠
居
被
仰
付
候
'
延
宝
六
年
二
月

廿

一
日
病
死
仕
候
､

一
､
叔
父

御
知
行
高
百
石
被
下
置
新
地
士
二
而

御
奉
公
仕
候
､
延
宝
二
年
四
月

廿
九
日
病
死
仕
候
'

一
㌧
叔
父

御
知
行
高
三
拾
石
被
下
置
御
郡

奉
行
支
配
二
而
罷
有
相
勤
候
'

延
宝
六
年
十
月
十
日
病
死
仕
候
､

一
､
叔
母

叔
母
承
応
元
年
四
月
八
日
病
死

仕
候
､

二
而
罷
有
侯
'

一
㌧
叔
母

源
左
衛
門
儀
高
三
拾
石
江
御
足
軽

月

工
藤
国
兵
衛

成
田
左
右
衛
門

対
馬
甚
助
妻

飯
詰
村
源
左
衛
門
妻
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一
､
叔
母

一
､
姉

一
､
弟

御
番
支
配
'
叔
母
寛
文
拾
年
十

一

病
死
仕
候
､

叔
母
存
生

二
而
罷
有
候
'

姉
存
生

二
而
罷
有
候
､

三
橋
杢
右
衛
門
方
江
茸
養
子
二
奉

月
十

一
日

新
屋
四
五
左
衛
門
妻

成
田
左
左
衛
門
妻

三
橋
太
次
右
衛
門

願
此
度
被
仰
付
御
知
行
高
百

石
御
馬
廻
北
村
弥
右
衛
門
組

二
而
罷



ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

子 妹 妹 妹 妹

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

甥 孫 孫 娘 子 娘

ヽ ヽ ヽ ヽ

甥 甥 甥 甥

ヽ ヽ ヽ ヽ

姪 姪 姪 甥

有
候
､

妹
存
生

二
而
罷
有
候
'

妹
存
生

二
而
罷
有
候
､

妹
存
生

二
而
罷
有
候
'

妹
存
生

二
而
罷
有
候
､

寛
文
五
年
七
月
十
九
日
初

御
目
見
仕
候
､

娘
存
生

二
而
罷
有
候
'

手
前

二
罷
有
候
､

手
前

二
罷
有
候
､

手
前

二
罷
有
候
､

六
右
衛
門
手
前

:
罷
有
候
'

御
知
行
高
百
石
御
馬
廻
杉
山
勘
左
衛
門

組

二
而
罷
有
候
'

子
兵
衛
手
前

二
罷
有
候
､

与
次
右
衛
門
手
前

二
罷
有
候
､

与
助
手
前

二
罷
有
候
､

何
方
江
茂
奉
公
不
仕
中
川
村
罷
有

候
'

海
老
名
左
兵
衛
手
前

二
罷
有
候
､

左
々
右
衛
門
手
前

二
罷
有
侯
､

太
次
右
衛
門
手
前

二
罷
有
候
､

与
次
右
衛
門
手
前

二
罷
有
侯
､

田
中
小
兵
衛
妻

石
橋
与
次
右
衛
門
妻

花
田
与
次
右
衛
門
妻

海
老
名
源
左
衛
門
妻

年

二
拾
八

成

田
左

次
兵
衛

二

姪

二

姪

一
､
姪

一
､
従
弟

与
次
右
衛
門
手
前

二
罷
有
侯
､

海
老
名
左
兵
衛
手
前
二
罷
有
候
､

1
'
従
弟

戸
田
六
右
衛
門
妻

成
田
兵
之
助

成
田
左
次
兵
衛
子

成

田
弥

郎

九

郎

戸
田
六
右
衛
門
娘

田
中
小
兵
衛
子

田

中

小

兵

衛

田
中
小
兵
衛
子

田

中

小

右

衛
門

石
橋
与
次
右
衛
門
子

石

橋

兵

内

花

田
与
幼
子

花

田

三

太
郎

海

老
名
源
左
衛
門
子

海

老

名

左

兵

衛

海
老
名
源
左
衛
門
子

海

老

名

源

兵

衛

成
田
左
々
右
衛
門
娘

三
橋
太
次
右
衛
門
娘

石
橋
与
次
右
衛
門
娘

1,
､
従
弟

一
､
従
弟

一
､
従
弟

御
知
行
高
百
石
御
馬
廻

二
而
相
勤

此
度
延
宝
七
年
正
月
五
日
病
死

仕
御
知
行
被
召
上
侯
､

何
方
江
茂
奉
公
不
仕
飯
詰
村

二
罷
有

候
'

御
知
行
高
三
拾
石
御
郡
奉
行
支

配

二
而
罷
有
候
'

御
知
行
高
百
石
御
馬
廻
高
倉
主
計

組

二
而
罷
有
侯
､

御
知
行
高
三
拾
石
江
御
足
軽
月

御
番
支
配

二
而
罷
有
候
､

歳
頭

石
橋
与
次
右
衛
門
娘

海
老
名
源
左
衛
門
娘

工
藤
国
兵
衛
子

工
藤

彦

拾

郎

工
藤
国
兵
衛
子

工
藤

次

五

左
衛
門

成
田
左
右
衛
門
子

成

田
左

太

右

衛
門

新
屋
四
五
左
衡
門
子

新

屋

四

五
右

衛
門

飯
詰
村
源
左
衛
門
子

飯

詰

村

源

左

衛
門

43

母
方

一
､
曽
祖
父

一
､
曽
祖
母

一
㌧
祖
父

一
㌧
祖
母

(貼
紙
)

｢
委

細
不
伝
承
候
'
｣

誰
娘
共
伝
不
承
候
､

委
細
不
伝
承
候
､

(貼
祇
)

｢
■

■
■
■
知
行
拾
三
石
二
而

罷
有
候
由
伝
承
候
､
寛
永
十
年
十
月

廿
四
日
病
死
仕
候
､
｣

祖
母
寛
文
五
年
正
月
十
四
日
病

棟
方
掃
部

棟
方
左
衛
門

対
馬
彦
七
娘



一
､
母

l
､
伯
父

死
仕
候
､

母
正
保
二

年
二
月
二
日
病
死
仕
候
､

(貼
紙
一
｢御
知
行

高
百
石
被
下
置
御
本
参

棟
方
左
衛
門
娘

棟
方
嘉
右
衛
門

一
､
伯
父

ニ
而
相
勤
候
'
延
宝
五
年
十
二
月

廿
三
日
病
死
仕
候
'
｣

(貼
紙
)
｢何
方
江
茂
奉
公
不
仕
鬼
沢
村

二
罷
有
､

棟
方
七
郎
右
衛
門

慶
安
五
年
五
月
廿
七
日
病
死
仕
候
､
｣

一
､
宗
門
､
禅
'

一
､
寛
文
元
年
十

1
月
十
日
､
御
知
行
御
目
録
御
印
親
頂
戴
仕
候
､

一
､
寛
文
五
年
十

一
月
十
五
日
､
家
督
無
相
違
被
仰
付
候
'

一
､
延
宝
七
年
正
月
十
二
日
､
御
手
廻
被
仰
付
候
､

一
､
紋
丸
之
内
二
ツ
引
離
､

一
㌧
差
物
之
出
シ
白
懸
､
横
五
寸
長
サ
七
寸
､

右
之
通

二
而
御
座
候
､
以
上
､

一
､
伯
父

一
､
伯
母

一
㌧
従
弟

一
､
従
弟

一
､
従
弟

一
､
従
弟

何
方
江
茂
奉
公
不
仕
鬼
沢
村
二
罷
有
､

(貼
祇
)
｢伯
母
存
生

二
而
罷
有
候

､｣

御
知
行
高
百
石
御
手
廻
森
岡
主
膳

組

二
而
罷
有
候
､

御
知
行
高
五
拾
石
御
勘
定
算
者

小
頭被
仰
付
罷
有
候
､

(貼紙)｢御知
行
高
三
拾
石
江
御
足
軽
警
固

桜
庭
半
太
夫
支
配

二而罷
有
候
､
｣

(貼
紙
)
｢御
知
行
高
拾
五
石

■■■
■

{
『
■
■
■
■
『
『
､
｣

猟
師
頭
仕
罷
有
候
､

棟
方
源
七

崎
野
与
助
妻

様

方
嘉
右
衛
門
子

株

方

七

之

丞

棟
方
七
郎
左
衛
門
子

株

方

七

兵

衛

棟
方
源
七
子

株
方

左

次

右

衛
門

崎
野
与
助
子

崎
野

与

助

天
和
二
壬
成
年
十
二
月
十
五
日

久
保
田
市
郎
左
衛
門
殿

黒
土
刑
部
左
衛
門
殿

成
田
左
助

成
田
左
助

勝
方

(花
押
)

以
上

一
､
高
百
石

内

九
拾
七
石
七
斗

有
地

二
石
三
斗

無
地

六
七

文
政
四
辛
巳
年
由
緒
書

(表
紙
)

｢
文

政
四
辛
巳
年

由
緒
書

成
田
岩
蔵

｣

由
緒
書

一
､
先
祖本

国
奥
州
本
所
津
軽
紙
漉
沢
､

成
田
左
馬
之
助

実
名
不
伝
承
侯
､

一
'
本
国
奥
州
､
本
所
津
軽
紙
漉
沢
､

一
㌧
生
国
奥
州
､
生
所
津
軽
川
辺
村
'

瑞
祥
院
様
御
代
､
慶
長
七
年
八
月
十
四
日
御
知
行
新
知
高
三
拾
石
被
下
置
､

御
奉
公
之
晶
不
伝
承
候
､
寛
永
十
三
年
三
月
廿
日
病
死
仕
候
'
右
之
外
委
細



不
伝
承
候
､

一
､
二
代

成
田
左
助実
名
不
伝
承
候
､

元
和
五
年
七
月
六
日
御
国
替
被
仰
付
候
節
'
何
方
迄
も
御
供
可

仕

候

旨

申

上

候
､
高
瀬
院
様
御
代
家
督
､
御
奉
公
之
品
不
伝
承
候
､
元
和
七
年
三
月
二
日

御
加
増
新
田
七
拾
石
被
下
置
､
都
合
百
石
二
而
八
拾
三
騎
相
勤
申
上
､
正
保

元
年
三
月
廿
五
日
病
死
仕
侯
､

宝
暦
八
年
十
月
十
八
日
病
死
仕
候
､

二

祖
父

成
田
左
次
兵
衛
格
贋

顕
休
院
様
御
代
､
元
文
三
年
六
月
朔
日
御
手
廻
四
番
組
江
御
組
入
被
仰
付
､

同
年
七
月
晦
日
曽
祖
父
家
督
､
高
百
石
無
相
違
被
下
置
､
明
和
五
年
十
月
朔

日
大
間
越
町
奉
行
被
仰
付
'
同
七
年
八
月
廿

一
日
御
馬
廻
七
番
組
番
頭
被
仰

付
､
安
永
九
年
九
月
朔
日
御
手
廻
五
番
組
番
頭
被
仰
付
､
天
明
二
年
二
月
廿

一
､
三
代

成
田
左
助実
名
不
伝
承
侯
'

桂
光
院
様
御
代
正
保
元
年
七
月
廿
二
日
家
督
､
高
百
石
無
相
違

被

下

置

八

拾

三
騎

二
而
御
奉
公
仕
候
'
寛
文
元
年
十

1
月
十
五
日
隠
居
願
之
通
被
仰
付
､

延
宝
六
年
二
月
廿
日
病
死
仕
候
へ

一
､
四
代

成
田
左
助
勝
方

妙
心
院
様
寛
文
五
年
十

一
月
十
五
日
家
督
､
高
百
石
無
相
違
被
下
置
御
手
廻

相
勤
'
元
禄
六
年
江
戸
登
被
仰
付
､
其
後
下
り
候
年
号
月
日
不
伝
承
侯
､
同

十
年
二
月
廿
五
日
病
死
仕
候
､

l
､
高
曽
祖
父

成
田
左
次
兵
衛
格
柄

妙
心
院
様
御
代
元
禄
十
年
九
月
廿
八
日
家
督
へ
高
百
石
無
相
違
被
下
置
御
辛

廻
弐
番
組
被
仰
付
､
同
年
九
月
廿
三
日
大
間
越
町
奉
行
被
仰
付
､
正
徳
四
年

十

一
月
廿
三
日
御
馬
廻
番
頭
被
仰
付
､
享
保
十
年
十
月
廿
八
日
御
役
御
免
願

之
通
被
仰
付
､
同
年
十

一
月
廿
八
日
隠
居
願
之
通
被
仰
付
'
同
十

一
年
十

一

月
三
日
病
死
仕
候
､

一
､
曽
祖
父

成
田
弥
右
衛
門
格
清

玄
桂
院
様
御
代
享
保
十
年
十

一
月
廿
八
日
高
曽
祖
父
家
督
､
高
百
石
無
相
違

被
下
置
御
手
廻
弐
番
組
相
勤
､
元
文
三
年
七
月
晦
日
隠
居
願
之
通
被
仰
付
'

一
､
父
五
日
病
死
仕
候
'

成
田
左
助
勝
貞

御
奉
公
見
習

戒
香
院
様
御
代
､
安
永
七
年
六
月
朔
日
御

馬

廻

五

番
組
江
御
組
入
被
仰
付
､

天
明
二
年
七
月
朔
日
祖
父
家
督
､
高
百
石
無
相
違
被
下
置
､
同
四
年
十
月
朔

日
御
小
性
組
被
仰
付
､
上
仙
院
様
御
代
寛
政
四
年
十

一
月
朔
日
御
膳
番
被
仰

付
､
同
十
二
年
六
月
廿
六
日
御
留
守
居
組
江
御
役
替
被
仰
付
､
文
化
四
年
三

月
廿
八
日
御
手
廻
三
番
組
被
仰
付
､
同
七
年
三
月
十

一
日
病
死
仕
候
､

一
､
私
儀
文
化
四
年
九
月
朔
日
御
奉
公
見
習
願
之
通
御
手
廻
弐
番
組
江
御
組
入
被
仰

付
'
同
七
年
七
月
朔
日
父
左
助
家
督
､
高
百
石
無
相
違
被
下
置
､
文
政
八
年
十
月

四
日
御
馬
廻
三
番
組
番
頭
被
仰
付
､
同
十
三
年
八
月
廿

一
日
御
手
廻
四
番
組
番
頭

被
仰
付
､
天
保
十
年
九
月
廿
八
日
御
使
番
被
仰
付
'

一
､
瑞
祥
院
様
御
代
､
慶
長
七
年
八
月
十
四
日
'
知
行

御
墨
付
先
祖
左
馬
之
助
頂
戴
仕
候
､

高
源
院
御
代
､
慶
長
十
四
年
七
月
廿

一
日
'
知
行

御
印
右
同
人
頂
戴
仕
候
､

高
源
院
様
御
代
､
元
和
七
年
七
月
二
日
､
知
行

御
印
二
代
目
左
助
頂
戴
仕
候
'

45



桂
光
院
様
御
代
'
寛
永
十

一
年
正
月
十

一
日
'
知
行

御
印
三
代
目
左
助
頂
戴
仕
候
､

妙
心
院
様
御
代
､
寛
文
元
年
十

一
月
十
日
､
知
行

御
印
右
同
人
頂
戴
仕
候
'

妙
心
院
様
御
代
､
貞
享
四
年
正
月
十
九
日
､
知
行

御
印
四
代
目
左
助
頂
戴
仕
候
'

玄
桂
院
様
御
代
､
正
徳
二
年
八
月
六
日
､
知
行

御
印
高
曽
祖
父
左
次
兵
衛
頂
戴
仕
候
'

顕
休
院
様
御
代
'
元
文
元
年
十

一
月
十
九
日
､
知
行

御
印
曽
祖
父
弥
右
衛
門
頂
戴
仕
候
'

戒
香
院
様
御
代
'
宝
暦
六
年
間
十

一
月
十
六
日
､
知
行

御
印
祖
父
左
次
兵
衛
頂
戴
仕
候
､

上
仙
院
様
御
代
'
寛
政
六
年
十

一
月
朔
日
､
知
行

御
印
父
左
助
頂
戴
仕
候
､

侍
従
様
御
代
'
文
政
八
年
十
二
月
朔
日
､
知
行

御
印
私
頂
戴
仕
候
'

当
御
代
､
天
保
十

一
年
三
月
七
日
'
知
行

御
印
私
頂
戴
仕
候
､

一
､
家
屋
敷
拝
領
之
儀
不
伝
承
候
､

右
之
通
御
座
候
'
以
上
'

間
宮
権
太
夫
殿

笹
角
之
丞
殿

本
稿
を
記
す
に
あ
た
り
'
弘
前
大
学
人
文
学
部

･
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
の
長

谷
川
成

一
教
授
､
県
立
青
森
北
高
等
学
校
教
諭
の
本
田
伸
氏
'
青
山
学
院
大
学
非
常

勤
講
師
の
千
葉

一
大
氏
'
青
森
県
立
郷
土
館
の
瀧
本
書
史
学
芸
主
幹
に
多
大
な
御
敬

示
を
い
た
だ
い
た
O
御
礼
申
し
上
げ
た
い
O

ま
た
､
成
田
裕
氏
に
は
､
本
稿
で
史
料
紹
介
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
快
諾
を
い

た
だ
い
た
｡
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
｡

(
い
し
づ
か

･
ゆ
う
じ

青
森
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
主
事
)
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文
政
四
辛
巳
年
十

一
月

藤
原
氏

成
田
岩
蔵
印
勝
栄

(花
押
)



文 書 写 真

- 河辺村左馬肋宛知行宛行状

九 乾四郎兵衛 ･服部長門守連印

礼銀請取状

五 津軽信枚黒印知行宛行状

､
了

首
長

t
M攻
申
､九

ヰ
ん化け
?確乎

一′
ご
<
･
ir=J,

ヱTか
｣

絶てト空
r

/■々
仰

ふて乍
郎
-
㊨

三 津軽字親黒印知行宛行状
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